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　補修改修市場は前年度水準を上回り、堅調に推移している。その背景には既存建物を健全な状態で長寿命化
させることで資産価値を維持し、少しでも長く活用したいという顧客のニーズ。また、環境配慮や持続可能型
社会の実現といった社会的なニーズの高まりがある。そんな中、既存建物を維持保全していく補修改修工事が
注目されている。
　本稿では、建物を長く維持保全していくために必要な定期的な検査と維持補修の意義、施工の重要性について
識者に話を伺うほか、メーカー推奨工法を紹介することで今後の展望を探っていく。 （編集部）
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